青山学院大学経済学部同窓会

第八回講演会

「ポスト　プーチンを巡る死闘」

日時：平成19年10月3日（水）

講師：作新学院大学教授

　　　（元ＮＨＫロシア支局長）

小林　和男氏

経済学部同窓会ＵＲＬ：http://oikos-nomos.com/
講演概要

只今紹介を受けました小林和男です。

今回の講演依頼を受けた時、青山学院には袴田さんや寺谷さんというロシアの権威がいる

ではないかと思ったが、お二人とは違う観点からの話を聞いて貰えればという事で、本日

参上しました。

本日の私の話をぜひ名探偵ポワロになったつもりで聞いて頂ければと思います。

1) プーチン大統領の評価

皆さんの中でプーチン大統領に良い印象を持っている人、ロシアという国が好きだ、という人はいますか？大方の日本人は「嫌いだ」と答えると思いますが、それが普通の日本人の感覚です。ＫＧＢの出身である事、顔つきが悪いという事等の理由で諸外国から嫌われているプーチンだが、2000年5月の大統領就任以来、８０％近い絶大なる支持を受けています。この理由から分析して行きます。

政治家を支持するか、しないかの基準は何でしょうか？基準は「お金」です。自分たちの暮らしをどれだけ良くしてくれたか、或いはくれるのか？この基準で人は政治家を選びます。

日本の新聞、テレビ等のメディアでプーチン政権の高支持率を正確に解説したものがあるでしょうか？メディアはある事象を報道する場合、事象を表面的に報道するのではなく、大きな流れがどうなっているのかを示して行くのが役割と思うが、残念ながら現実的には各メディアともこの役割を果たしていません。（つまりロシアの大きな潮流を報道していません。）

話は変わりますが、今世界からロシアに投資が集中しています。02年度にロシアへの投資総額は20億ドルだったが、06年末に410億ドル、07年6月時点で710億ドルという数字になっています。これだけの実績を示している訳ですが、一方プーチン大統領は人殺し大統領とも言われています。記憶にも新しいと思いますが、二人の大統領批判者が殺害された事件がありました。多くのメディアは「大統領による殺害行為」と報道しましたが、何故このようなSIMPLEで解りやすい事件に本当にプーチンが関与しているのか、考えてみたいと思います。

2) プーチン大統領の実績

プーチンが大統領に就任して以来、暮し向きはどの様に変わったのでしょうか？

1 外貨準備

2000年にわずか100億ドルと財布の底をつくような状態であったものが、今現在は中国、日本に次ぐ第三位で、4,200億ドルにも達しています。わずか7年間で42倍になっています。

2 実質賃金

1960年代の日本には所得倍増計画という政府の目標があり、10年間で所得を2倍にして国民のモチベーションを高める事に成功しましたが、プーチンはこれを7年間で達成しました。実質賃金は04年度を除いて毎年二桁の伸び率を示し、国民の支持を受けています。

3 株式市場

ロシアの株式市場の時価総額は01年度に7兆円、07年8月時点で120兆円と大幅に増額しています。（最近いくつかの投資会社からロシアに関するセミナーの依頼を受けるようになり、3月にはロシア在住の日本人駐在員相手に講演をしてきました。）

株式市場の急成長で、世界的企業もいくつか生まれています。一例をあげれば、ガスプロムという会社は00年度の総資産は90億ドルでしたが、07年には2,500億ドルとなり、この数字はトヨタと同規模です。純利益は1.4兆円にもなり、この資金を活用して世界のエネルギー関連企業を買収しています。日本の電力・ガス会社も何らかの対象になっているのでは・・・と推測する次第です。

以上見てきた３つはいずれも急成長を遂げており、大統領としての支持率が高い要因となっている。特に家計を握る女性の支持率が高い。

3) プーチンの政治戦略

今まで述べてきた事を、何故エリツィンが出来なくてプーチンが実現出来たのか？実はこれが本日の最大のテーマですが、プーチン流のやり方には大きく分けて3つのポイントがあります。

1 超合理的な判断をする人

プーチン大統領は言葉を変えていえば、「情け容赦のない判断をする」「非情・冷酷な性格」と言えます。

00年5月に彼が大統領に就任した際には、一般的には「プーチン、フー？」というイメージでしたが、同年8月12日に起きた事件が正にプーチンの性格を知る一つのきっかけとなりました。

簡単に振返るとバレンツ海にて軍人118名を乗せた原子力潜水艦が沈没し、当時休暇中であったプーチンは軍の関係者からの報告を聞いてはいたものの、具体的行動を起こそうとしませんでした。日本人なら真っ先に官邸から指示を出すなり、現場に駆けつける等の行動をしますが、何故プーチンは動かなかったのでしょうか？軍からの報告で救助しても無駄な状況である事を聞き、「ダメなものはダメ」という超合理的判断に則った行動をした訳です。その後のテロ事件等でも、徹底して犯人を追及するなど、まさに情け容赦のない非情・冷酷な判断で物事に対応しています。

もう一つ超合理的なキャラクターを証明する事実として税収増の成果があります。前任のエリツィン時代は税収が予算をクリアした年は一度もなく、次々と新しい税制度を策定したが、それでも予算を達成出来ませんでした。プーチンは就任した2000年度から税収予算をクリアする成果を出しました。従来累進課税であった所得税を一律13％にして全国民から徴収することに成功しました。一律という方法はある意味で格差容認の不公平税制ともいえますが、プーチンは超合理的判断のもとにこの方式を導入しました。

2 利用出来るものは何でも利用する　　

これも数えればキリがありませんが、一つ実例を紹介する事にします。誰しもがそれなりの成果を示したくなる就任3年目の2002年4月、プーチンはドイツを訪問し、当時のシュレーダー首相と首脳会談を行い、ソビエト時代の対独債務の減額交渉に臨みました。当時債務残高として65億ドルあったものを、18分の１の3.5億ドルに減額させる事に成功しました。そのやり方はブッシュ米国大統領が計画していたイラクへの攻撃を利用した交渉です。

当時、イラクへの攻撃方針に反対していたのはロシア、フランス、ドイツの３ケ国でした。一方米国側はイラク人を虫けら同然の扱いをしており攻撃する事は既成事実でした。米国のイラク攻撃が実施されると中東情勢は不安定になり、そうなると原油供給にも不安定感が出てきて結果的に原油価格の高騰に繋がります。プーチンはドイツが原油を輸入に頼らざるを得ない国だと知った上で、イラク情勢の如何に関らずドイツに対して天然ガスの供給を約束し、その見返りに債務の減額を要求しました。

シュレーダー首相は国民に対して、「返済されるかどうか不透明な債権よりも、天然ガスという資源確保を優先した」という説明で納得させた訳です。

一方ロシア国民にしてみれば、借金をほぼゼロに近い水準に引き下げて来た大統領を評価する事になります。国益につながるのであれば、利用出来るものは全て利用するというのがプーチン流のやり方です。　

3 長期的視野で布石をうつ

プーチンのやり方は、振返ってみると「あの時の行動はこういう事か！」と改めて理解出来る事が多いです。
プーチン就任時の最初の演説は「エネルギーを取り戻す」という事でした。エリツィン時代の政商達がロシアの主要産業を殆ど牛耳っている様な状態でしたが、プーチンは「国の財産であるエネルギーに国家が関与しないことがあるだろうか？」と問いかけ、それがサハリン２への介入にも繋がっています。彼はエリツィン時代の政商を一人づつ時間をかけて攻略していきます。
まず、ベレゾフスキーというロシア経済を牛耳って来た財閥を脱税の罪状で起訴しました。現在ベレゾフスキー氏は英国に亡命して、反プーチンの急先鋒です。

次にグシンスキーというメディア王を攻略しました。彼はエリツィン時代にメディアを動員して反共産キャンペーンを展開し、エリツィンを支持する動きをしていましたが、やはり脱税で起訴。グシンスキー氏は現在イスラエルに亡命中です。

最後はロシアの石油王と言われたハダルコフスキー氏も逮捕し、現在中国国境近くの劣悪な環境の刑務所に収監中です。
ブッシュ大統領と撮影した写真が公開され、これが「ロシアの石油は米国に支配されてしまう」行為であるというのが逮捕理由です。米国のメディアはこの事件でロシア批判を繰り返しましたが、日本のメディアまでが一緒になってロシア批判をしていたのは如何なものかと思います。
ロシア政府は脱税した資産を競売にかけてその収益を国民に分配、結果的に賃金水準が上がる事になった訳ですから、米国がどう批判しようがロシア国民にとっては「良い大統領」なのです。

4) ロシアのエネルギー政策
以上の様に長期的視点でエネルギーを国家の元に取り返したプーチン政権ですが、ロシアのエネルギー政策が世界中で話題になったのは、2005年にウクライナに対して行なったエネルギー戦略です。

ウクライナは当時オレンジ革命と言われる「ロシアを離れて米国的な繁栄を作る」政策を打ち出しましたが、プーチンは対抗策としてウクライナへ供給する天然ガス価格を4倍にすると通告しました。世界各国からは政治目的に天然ガスを利用したと一斉に批難を浴びる事となりました。

従来ウクライナはロシアから欧州各国への天然ガス供給パイプラインが通っているので、ウクライナ側がヘソを曲げるとパイプラインをクローズされてしまう懸念がありました。しかしプーチンがプーチンたる所以は今から述べることにあります。つまりプーチンはバルト海経由のガスパイプラインを設置して、欧州各国へ天然ガスを供給する会社を設立しました。従い、ウクライナが抵抗しても供給には何ら問題が出ない体制を整えた上で、ウクライナに対して反ロシア路線を取るなら天然ガスを値上げするぞと迫った訳です。

新会社の出資者はロシアのガスプロム社が51％、ドイツのBASF社などが４９％出資の合弁会社ですが、ドイツのシュレーダー首相が2005年の選挙でメルケル氏に敗れると同時に　シュレーダー氏を会長に就任させたのです。2003年にドイツに対する債務減額交渉の際、既にこのような筋書きが出来ていたのでは・・・・と思わせる結果です。

5) プーチンの人物像とプーチン後のロシア

プーチンは「人殺し大統領」等と言われていますが、それでも現在日本企業が170社ロシアに進出しています。何故こぞってロシアに進出するのでしょうか？

先日プーチンは新首相を指名し、来年の大統領選挙には出馬しないと明言しています。
ロシア憲法では大統領任期は2期8年、何がしかの影響力を残すポジションにはつくかも知れませんが、大統領の座を降りる事は間違いありません。私はプーチンとは一度会う機会があったが、直接面談することでプーチンの本音は「引退する」という確信をもっています。
ロシア人気質については、「１プドーの塩」という拙著に詳しく書いてありますので、ぜひ一度ご購読下さい。

私自身、正直言ってプーチンに会う前は批判的な立場でいたが、会ってみてロシアでは多くの女性がプーチンを高く評価する理由が解りました。本人の話では、プーチンは子供の頃所謂不良少年で喧嘩ばかりしていたそうです。あるきっかけで柔道を学ぶ事になり、師匠から「柔道は礼」と教わり、畳の上で力を発揮する事が大事だと解った。自分は柔道に出会わなかったらダメになっていただろうと述懐しています。大統領に面会した後、公邸を案内して貰いましたが、公邸内に柔道の道場が設営されており、嘉納治五郎の精神を受け継いでいる人だと思いました。

プーチンの言葉によると、「柔道の良いところは鍛錬結果が周囲に良い影響を与える事である。」と言っていますが、私は更に素晴らしいと思う点は、柔道は日本の歴史と伝統が生んだ哲学、つまり「修身」であると思います。（修身という言葉を使うと、新聞に保守反動と書かれるかも知れませんが・・・・・）

プーチンという男は言い訳はしません。来日時、中学生との乱取で負けた時も言い訳は言いませんでした。そういう男ですから、（大統領選挙には出ないというような）彼の発言はそのままの意味で受け取っても良いと思います。

プーチンとはこういう人間ですから、反プーチン派を殺害することにプーチン自身に何のメリットがあるのでしょうか？今後も同様の殺害事件は起こる可能性はあります。またその事件は今まで同様全てクレムリン＝プーチンに繋がるような事件でしょうが、プーチンの後継者はもう決っています。エネルギーを国家に取り戻した路線に変更はありません。プーチンを快く思っていない、何とかしてその路線を崩したいと思っている人達は間違いなく存在しています・・・・・・。

名探偵ポワロ殿、貴方はどう考えますか・・・？

以上
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